A Pedagogical Perspective on the Distinguished Lecture Series "Arts and Culture Today" by 平野井 ちえ子 et al.
人間環境セミナー「芸術・文化の現場」をふりかえ
って






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　今回は、劇団SCOT（Suzuki Company of Toga）から女優の木山はるか氏と
事務局長の重政良恵氏にお越しいただき、SCOTの活動とお二人のキャリアにつ
いて語っていただいた。
　まずは、重政氏からSCOTと利賀の関わりについて語っていただいた。富山県
立利賀芸術公園には６つの劇場がある。中でもとくに評判の高いのが合掌造りの
劇場と池や山を借景とした野外劇場である。利賀は豪雪地帯で真冬には４ｍもの
積雪がある。人口600人の半数以上が65歳以上という限界集落である。毎年恒例
のSCOTサマー・シーズンには、欧米アジアの諸国から300人の演劇人、5000人
の観客がこの地を訪れる。まさに「演劇の聖地」である。演出家の鈴木忠志氏が
「早稲田小劇場」からこの地に拠点を移したのは1976年のことであった。時はま
さに高度経済成長の真っ直中、東京一極集中を問題視する人などほとんどいな
かった時代である。鈴木氏と劇団SCOTは、これまで利賀から世界31ヵ国84都市
で公演を行ない、演劇による国際的文化発信を担ってきた。2014年に北京で開催
される第６回シアター・オリンピックスにも参加することになっている。
　この後の講義は、主に木山氏が若手専属女優の視線から、SCOTの活動につい
て語ってくださった。現在SCOTには20名の劇団員が在籍しており、うち俳優は
15名である。年齢層は20代から70代に及ぶが、20代は女優が３人しかおらず、そ
の最年少が木山氏である。今回の講義は、12月の吉祥寺シアター公演のための稽
古を抜け出してお越しいただいた。SCOTの舞台に立つようになって６年だそう
だ。
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　まず、富山県立利賀芸術公園の概要について、紹介ＤＶＤを拝見した。このＤ
ＶＤで語られているのは５つの劇場である。そのうち最大で公園全体のほぼ中央
に位置するのが「野外劇場」である。古代ギリシャの劇場に原型を求めたこの劇
場は、1982年第１回世界演劇祭のメイン会場であった。自然の池や山を借景と
し、屋内では不可能な光や花火による演出を可能にした。「利賀山房」は、合掌
造りの民家を改造した劇場で、露出された古い木組みで作り出された、陰影豊か
な空間である。「新利賀山房」は、間口16間半、奥行き７間半の、合掌造りの劇
場としては日本最大級のものだ。その「新利賀山房」を背景にした「岩舞台」
は、舞台に大岩を配し、利賀村の古い火の見櫓を照明タワーに利用した、小規模
ながらユニークな野外劇場である。「利賀創造交流館」は、宿泊室・食堂・稽古
場・劇場（「芸術劇場」）などを併せもつ芸術活動のための総合施設である。利
賀芸術公園では、若手演出家に活躍の門戸を開く「演劇人コンクール」、世界の
プロの俳優に鈴木忠志氏が創り出した俳優訓練法スズキ・トレーニング・メソッ
ドを教える「マスター・クラス」、文化政策を学ぶ全国の大学の学生と教授が利
賀で合宿し討議する「大学生インター・ゼミ」、富山県内の高校の演劇部の生徒
のための「高校生夏期演劇講習」など、人材育成のプログラムも行われている。
「これまでの鈴木作品で一番思い出深
いのは『シンデレラ』。初めて大きな
役をいただいたので。」と語られた。
木山氏の役は、セクシーで意地悪なお
姉さん役だった。
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第１回世界演劇祭のために建設
された劇場。古代ギリシャの劇
場に原型を求めた本格的野外劇
場。池や山を借景に大がかりな
照明や花火が盛り上げる舞台は
まさに至福の極み。磯崎新氏の
設計。
威風堂々たる佇まいの「新利賀
山房」。合掌造りの劇場として
は国内最大級。磯崎新氏の設
計。
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　次に、木山氏の入団経緯が語られた。木山氏は、公立高校で初めて演劇科を設
置した兵庫県立宝塚北高校演劇科のご出身である。大学は東京に出られ、授業で
は座学中心に学ばれたが、大学２年時に利賀の「演劇人コンクール」に参加して
から、鈴木忠志の世界との関わりが始まった。大学３年時には、東京で行われた
鈴木氏本人による３週間のスズキ・トレーニング・メソッドのワークショップに
参加し、卒業論文のテーマにも鈴木氏の活動を選ぶ。その後、大学４年時に、
SCOTの『シラノ・ド・ベルジュラック』に出演する機会を得た。2008年南京で
の第31回世界国際演劇祭公演にも出演している。このころから、木山氏の中には
「演劇で生計を立てたい」という思いが大きくなっていった。それを可能にした
のが、利賀で活動する劇団SCOTという場だったのである。
　木山氏が入団してからのSCOTの利賀以外の土地での主な公演には、次のよ
うなものがある。2010年BeSeTo演劇祭（新国立劇場）での『シラノ・ド・ベル
ジュラック』、2012年夏のエディンバラ・フェスティバルでの『エレクトラ』、
2013年10月韓国・ソウルの演劇祭での『リア王』、そして2010年から始まった毎
年恒例12月の吉祥寺シアター公演である。ちなみに、利賀村（現・南砺市）と吉
祥寺のある武蔵野市は、鈴木氏が利賀に入村する以前からの姉妹都市である。
　鈴木氏は、1939年静岡生まれ。1966年に劇作家の別役実氏と劇団「早稲田小劇
場」を結成し、10年間は東京を拠点に活動していた。1972年にパリの世界演劇祭
に招聘され、1974年には岩波ホール芸術監督に就任している。この間の代表作に
『トロイアの女』や『劇的なるものをめぐって』がある。1976年鈴木氏がなぜ利
賀の地に活動の拠点を移したのか？　木山氏は、1984年12月のＮＨＫ訪問インタ
山と「新利賀山房」を背景にし
た「岩舞台」。舞台には天然の
大岩を配し、昔の火の見櫓を照
明タワーに活用したユニークな
空間。手前ベンチが観客席。
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ビュー「利賀山房・わが劇的空間」の映像を紹介して語ってくださった。第１の
理由は、自分たちの本拠地をもちたい、自由になる空間を求めた、ということで
ある。時間的制約の無い稽古場と公演のために自由にアレンジできる空間の確保
を望んだのである。第２の理由は、既存の劇場ではない新しい空間を劇場にした
かった、ということである。舞台と客席の一体感を疎外するプロセニアム・アー
チとは異なる舞台を望んだのだ。映像では「利賀山房」が紹介されている。パリ
の演劇祭に招かれた際、生活の痕跡が残る空間を劇場にするというジャン＝ル
イ・バローの考えに共感した鈴木氏は、過疎の地で離村した人々が捨てて行った
合掌造りの民家に着目する。そこには、自然と闘うための人間の知恵とエネル
ギーが漲っていた。天井が高く、柱と柱の間隔が広く、床面積も広い。また、２
階で蚕を飼っていた桟が織りなすストライプの光と影が独特の陰影を醸し出す。
鈴木氏は、陰影の際立つ空間を好む。芝居の登場人物が闇から現れて闇へ帰って
いくのが好きだ、と語る。磯崎新氏が新たに設計したエントランス＝四面ガラス
張りのホール棟は明るく中に入ると暗い「利賀山房」の空間は、まさに全体装置
のしかけである。観客と俳優が同じ空間を共有する場へとつながっている。第３
の理由は、東京の日常から切れたところで演劇をやりたい、ということであっ
た。富山空港からタクシーで１時間、またはJR高山線越中八尾駅から市営バス
で１時間という立地である。いずれも峠道のドライブが必須だが、道のりを重ね
るにつれて、観客も日常から遠ざかる。そうなることで、身体が自由になり、見
るものが新鮮になる、そうした場の感覚そのものが芝居なのだと鈴木氏は語る。
　木山氏は、利賀が「演劇の聖地」と言われる以前のSCOTの苦労を体験してい
ない。入村当時は文化庁の助成金制度も無く、資金調達は難題であった。しか
し、1976年の開場記念公演に際し、都会から俳優・作家・映画監督・評論家など
が押し寄せると、地域ではその集客力が注目され、行政からの資金援助につな
がっていった。また、「演劇の聖地」であることが地域の人々の誇りになって
いった。劇場・宿泊施設も拡充され、現在もなお、劇団員の給料は、公演チケッ
ト収入と国や富山県、南砺市などからの支援で成り立っている。2013年夏には、
６つめの劇場「利賀大山房」がオープンし、最も収容人数の多い屋内劇場となっ
た。
　最後に木山氏は今後のSCOTの展望について述べられた。SCOTの国際交流
は、単なる海外公演にとどまらない。本セミナー直後の12月吉祥寺シアターでの
『リア王』も、日本・中国・韓国の俳優がスズキ・トレーニング・メソッドとい
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う共通の演劇の文法を軸とした競演で一つの作品を作り上げる共同作業である。
これまで利賀への訪問はどちらかというと欧米の演劇人が多かったが、これから
は東アジアの芸術文化の発信拠点としての役割が高まっている。そうした状況の
中で、芝居の稽古以外の仕事、たとえば雪かき、炊事、ゲストのお世話などにも
やりがいを感じていると謙虚に語られた。
　重政氏からも、SCOTが演劇にこだわる理由が語られた。メディアが多様化す
る現代だからこそ、生身の人間が向かい合う感覚、対面コミュニケーションを大
切にしてほしいと力説する。また、演劇をつくるという共同作業を通じて、政治
を超えた関係性を築いていきたい、利賀が世界の財産となるように、と締めくく
られた。今回の講義では、重政氏は時間の大半を木山氏に委ね、受講者とともに
木山氏の話に熱心に聞き入っていたが、このような熱い言葉に惹かれたと思われ
る受講者から、重政氏が鈴木氏の活動に関わった理由を質問された。これは筆者
もうかがいたかった話である。重政氏は、もともと「タイニイ・アリス」という
新宿の小さな劇場の仕事をしておられた。東京では、芝居だけで生計を立てるこ
とは難しく、才能ある演劇人が芝居をあきらめたりＴＶに転向したりするのを目
の当たりにして、演劇に関わる表現者が社会で持続的に活動できるようにした
い、と強く思ったそうだ。そのような折、水戸市が水戸芸術館を設立し、自治体
が専属の劇場・劇団を作る初めての試みがなされた。それを実現した芸術総監督
が鈴木氏であり、重政氏はそのような活動に自らも身を投じたいと希望したそう
である。
　受講者のジャーナルには、人間環境学部らしく、地域と劇団の関係性について
言及したものが多かった。表現者が演劇で生計を立てることを可能にした地域の
支援や、過疎の村がSCOTの演劇によって賑わうことや、限界集落から世界へ文
化を発信することのロマンなどである。また映像で見た「利賀山房」内部の陰影
に魅せられたというコメントもあった。
第10回：12月７日
講師：亀井邦彦氏
講演タイトル：「きものに秘められた日本の心」
　講師の亀井邦彦氏は、京呉服の老舗ゑり善の社長である。大変ご多忙の中、平
成13年度の学部ワークショップ(セミナーの前身)に引き続き、今回のセミナー講
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師もお引き受けいただいた。丁寧なレジュメと豊富な資料をご準備いただいたば
かりか、男物の着付けデモンストレーションのため、美しい着物までご持参いた
だいた。颯爽とした着物姿とおっとりした京ことばは、12年前と変わるところが
無い。
　まずは、親しみやすい着物をめぐる教養的話題から語られた。昔は「家事のさ
しすせそ」といって、裁縫は家事の中でも最も重んじられた。ちなみに、「し」
は躾け（育児）で、炊事・洗濯・掃除と続く。また、地名に残る布の種類にも言
及された。長い布（袖・吹き流し）に込められた思いや振袖・留袖・婚礼衣裳の
お話はとくに興味深かったと思う。もともと長い布には勢いやエネルギーを呼び
寄せる力があり縁起の良いものとされている。日本舞踊では、『越後獅子』や
『近江のお兼』などのリズミカルな曲に、長布を上下左右に振る「布晒し」の舞
いが見られる。額田王の歌「あかねさす紫野ゆき標野ゆき野守は見ずや君が袖ふ
る」には、「袖ふる」という行為に男女の思いが込められている。振袖は、未婚
女性の礼装とされるが、結婚後は夫以外の男性の心を引き寄せないように袖をつ
めた。これが本来の留袖である。色彩をめぐる誤解も話題となった。現代では一
般に白がお祝い、黒がお悔みと考えられがちであるが、日本古来、お祝いの色は
黒、お悔みの色は白であった。今やファッションショーと化してしまったお色直
しだが、正式のお色直しは、白→赤→黒の順で２回行なう。婚礼の白無垢は死装
束である。一度死んで嫁ぎ先で新しい命を生き始めることを意味する。無論赤は
血の色である。そして最後に不変を表す慶事の黒に着替えるのだ。上村松園も黒
の振袖姿の花嫁を描いている。さらに、花嫁衣裳の打掛姿は、「お引き摺り」と
いって、お端折りの無い長い着物の裾に綿が入っている。昔は布団ではなく着物
を着て寝ていたこと、男女が共寝をするときには女の着物を着たことの名残りで
ある。褄を取ることも、すぐに床入りする覚悟があるという表現だそうだ。露骨
なようだが、子孫の繁栄、命の輪廻を重んじた証しであろう。
　次に、京友禅ができるまでの工程を講義してくださった。細かい工程は次の図
（亀井氏のレジュメより）のとおりだが、蚕が脱皮を繰り返し繭を作る様子、今
の蚕は品種改良のため蛾になっても飛べず交尾・産卵の後死んでしまうこと、友
禅染めの技術は糊防染すなわち染めない技術であること、染めを定着させるには
高圧で蒸す工程が必要であること、今見られる「友禅流し」は観光用で水質汚染
を避けるため現在の「水洗」は工場のプールで行われていることなどが興味深
かったポイントではなかったろうか。
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　呉服業界の懸念についても語られた。着物づくりの完全分業体制の破綻、イン
クジェット技術による盗作、海外生産の導入による市場の混乱などである。技術
の伝承の危機的状況については12年前のワークショップ時から指摘しておられた
が、今回はウェブサイトの「京都職人仕事百科」から杼製作者・長谷川淳一氏の
記事（http://www.pref.kyoto.jp/koho/dayori/201107/syokunin.html）を引いて
切々と語られた。杼とは、織物の縦糸に横糸を通す道具のことである。単価が低
く持ちが良いので商売として成り立ちにくいのだ。呉服業界は徹底した分業制で
成り立っているため、各職人が自分の専門分野で最良のものを作ることで優れた
作品ができる反面、需要が激減すると仕事として持続できない技術が出てくる。
インクジェット技術による盗作コピー問題も深刻である。こんなことが横行して
は呉服業界全体の信用にかかわると懸念しておられる。また、職人の人手不足か
ら始まった海外生産が市場を混乱させることも問題である。
　講義の最後に、受講者に「文化とは何か」という問いかけをされた。ウェブサ
イトの「いけずのひとりごと　―ええかげんなことしてたらあきまへんえ―」
（http://www.kyomachiya.net/tomo/ikezu/04.html）を考えるヒントとして、
「文化とは知識ではなく形。形から入って心がわかるのであって、心は伝承でき
ません。伝承できるのは、物や技などの形なのです。」と締めくくられた。
　お話が終了したところで、男物の着付けデモンストレーションをしてくださっ
た。長着は山形県米沢の紅花紬で、光沢のある明るい茶系のおしゃれな着物だっ
た。モデルの学生に長着を着つけられるとさりげなく御自身の御羽織を脱いで着
せてくださった。こちらは石川県白峰の白山紬である。高級感のある渋い色味の
茶色だった。
京友禅ができるまで
養蚕　→　製糸　→　製織　→　精練　→　下絵描き　→　絞り加工　→　
糸目糊置　→　色挿し　　→　糊伏せ　→　地染め　→　蒸し・水洗　→　
整理地直し　→　縫い・箔加工　→　紋入れ・特殊加工　→　裏地合わせ・
仕立て
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学生の普段着の上に手際よく着付け
ていく亀井社長。１年の大半を着物
で過ごしておられる手さばきに敬
服。
男性の場合、お端折りが無い分、衽
線の決め方が難しい。亀井社長でさ
え、ピンで仮止めしておられた。講
義後の座談会で、役者さんたちはピ
ンも使わず舞台上で芝居をしながら
着物を着る、と感心しておられた。
御自身の御羽織を学生に着付けてく
ださったサプライズ。長着も羽織も
光沢のある紬の逸品。「思っていた
よりずっと軽い」と驚く学生。
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　受講者のジャーナルでは、「文化は形、形は伝承できるが心は伝承できない」
という言葉に感銘を受けたコメントや、完全分業の功罪に言及したものが多かっ
た。いずれも技術の伝承に関わるものだからであろう。また、ビジネスに関心の
ある学生は、「企業のトップが語る呉服業界のビジネスについてお話が聞けてよ
かった」と述べている。男物の着物はなかなかじっくり見る機会も少ないので、
実際の着物姿が印象に残ったという学生も多かった。「亀井社長の着物姿がカッ
コ良かった」とか「着物の似合う男性とお出かけしたい」などのコメントもあっ
た。
（平野井）
第11回　12月14日
講師：水野大二郎氏
講演タイトル：「デザインと環境　― プロダクト・サービス・システム―」
　講師の水野大二郎氏は、イギリスでファッション・デザイナーとして活動し、
ファッション・デザインの博士号を取得後、日本に活動の拠点を移し、現在は慶
應義塾大学環境情報学部専任講師・京都大学デザイン学ユニット特任講師として
教鞭をとられている。そして、デザインのプロセスやデザインを取り巻く環境に
関する実践的な研究をされている。その実践的研究の一環として、例えばファッ
ション批評誌『fashionista』『vanitas』の共同責任編集者としてファッション研
究の裾野を広げる試みや、「デザインする状況をデザインする」というコンセ
プトの下に毎夏大阪で開かれるデザインのシンポジウムDesigneastの企画運営な
ど、精力的な活動を展開されている。
　今回のご講演では、そうしたご自身の研究や活動を踏まえ、今日の社会状況に
おいてデザインがどのように「変容」しているのか、最新の情報や今後の課題・
展望を紹介していただいた。その際、そうしたデザインの「変容」を、以下の４
つのカテゴリーに分けて紹介していただいた。１つ目が「デザインのプロセスの
変容」、２つ目が「完成品の状態の変容」、３つ目が「デザイナーの役割の変
容」、４つ目が「デザインの場の変容」である。これらの「変容」を語るにあ
たって、「オープン・デザイン」「サービス・デザイン」「プロダクト・サービ
ス・システム」がキーワードとなる。「オープン・デザイン」とは、インター
ネット上のユーザー・コミュニティが共有し、作っていくデザインのことで、こ
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の「オープン・デザイン」を通して誰でも無料でデザイン・ソースを入手し、自
由に改編することができるような状況が作りだされている。次に、「サービス・
デザイン」であるが、これは、１つの製品ではなく複数の製品（その「製品」と
はモノだけでなく形のないサービスも含まれる）を含む包括的なデザインのこと
である。それは、ユーザー中心の設計や、多様な利害関係者の中でデザインが成
立する協同作業を可能にする。そして、「プロダクト・サービス・システム」
とは、モノではなく機能・サービスだけを利用するシステムのことであるが、
「リースする」「修理する」「形のないものを売る」ことを通して、いかにモノ
を少なく使うことが可能か、というサステナビリティやエコロジーの観点に立っ
た試みが行われている。水野氏は、これら３つのキーワードを解説した上で、上
述した４つのデザインにまつわる「変容」に関して、それぞれご自身の専門であ
るファッション・デザインに特化して実例を紹介された。
　まず１つめの「デザインのプロセスの変容」であるが、歴史をひもとけば、洋
裁文化が入ってきた当初の日本には、ミシンで簡単に服を作る方法を紹介した冊
子など、個人のモノ作りを支援するさまざまな試みがあったことが分かってい
る。しかし、1970年頃を境として、既製服がファッションの中心となり、人々は
服を注文であつらえたり自分で作ったりすることをやめ、作られたものを買う消
費文化にファッションが組み込まれていった。そして、人々はＳ・Ｍ・Ｌ、７
号・９号・11号など、与えられた規格の中で自らの身体を捉えるようになる。し
かし、近年、再び「自分に合ったものは自分で作る」ことが注目されてきてい
る。その例として、水野氏は、雑誌『Make』や『Craft』のように、かつてあっ
た「自分で作る」ことを支援するメディアが復活し、しかも形を変え、「電子工
作」「手芸」「日曜大工」など様々なジャンルを統合させている状況を紹介され
た。
　２つ目の「完成品の状態の変容」の実例として、水野氏は、Thingiverseや
rinkakのように誰でも自由に自分で考案したデザインの３Ｄデータをアップロー
ド・ダウンロードでき、全ての人がデザインを共有・改編できるようなサイトを
取り上げ、必ずしもモノとして「完成」されていない状態のデザインが個人個人
に託されたり販売されたりするような状況が増えていることを指摘された。これ
によって、従来の大量生産モデルや少量多品種生産モデルとは異なる、超少量個
別生産モデル、つまり自分の欲しいものを欲しい量だけ欲しい時に作る生産のあ
り方が生まれているのである。
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　このように、「普通」の人が「プロ」のクオリティのデザインやモノを作るこ
とが可能になってきている状況下、デザイナーは今後何をデザインすることが求
められるのか？それが、３つ目の「変容」、つまり「デザイナーの役割の変容」
に関わる問題である。水野氏によると、今後、デザイナーには、個々のモノのデ
ザインだけでなく、個人のモノ作りや創造性の発揮を支援するシステムのデザイ
ン、つまりメタ・レベルでのデザインも行うことが求められている。
　そして、最後に「デザインの場の変容」について、水野氏は、最近、都心の一
等地に続々とオープンしているcoromoza、Makers’ Base、LOFT&などのような
「場」を例として挙げられた。これらの場所では、３Ｄプリンターやレーザー・
カッターなどの機材が完備され、デザインやもの作りのコワーキング・スペー
ス、だれでもデザイナーになれる「場」が提供されている。これによって、個人
個人が自分で使うために自分で作る、「自産自消」型の一品個別生産が可能にな
りつつある。
　これらの「変容」が進行していく今後、様々な角度からデザインを捉える必要
がある。例えば、デザインは、従来主流であった、１人の特権的なデザイナーが
デザインしたものを大量生産して大量消費されるようにする「プロフェッショナ
ル」なものだけでなく、「セミプロフェッショナル」なデザインや「家庭用」デ
ザインも視野に入れて考えていかなければならない。また、「オープン・デザイ
ン」が進むなか、どのような利害関係をもつ人たちとデザインをしていくかが問
題となってくる。さらに、「未完成」のデザインが人々に託されるにあたって
は、従来の製造物責任法や知的財産権などの枠組みではとらえきれない法的問題
も生じる。しかし一方で、インターネット、ＳＮＳ、デジタル・ファブリケー
ションの発達による、以上のようなデザインのさまざまな「変容」は、地理的制
約を超えた人と人とのつながりを生み出しており、新しい社会の構築の可能性を
秘めているものでもある。その中で、今後のデザイナーの役割が試されているの
である。
　以上のような、まさに現在進行中のデザインの「変容」の話を聴き、受講生た
ちからは、「デザインについて、誰が何をデザインするかというだけでなく、そ
のデザインする状況・場所も考えられていたのだと初めて知った。」、「デザイ
ンとは決して形のあるモノだけではない範囲にも及んでいるのだということは、
デザインの可能性の大きさを象徴していると感じました。」、「様々なものに新
しいデザイン（構造）があることを知った。ユーザー・コミュニティの強化がよ
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り進んだ（より可能な）社会に自分が生きているということに、なによりも驚か
される」「もの作りへの考え方が変わった。もっと自由でいいんだと思った」な
どの声が寄せられ、デザインについての講義を始めて聴いた受講生にとっては、
まさに「目からウロコが落ちる」話であったことが分かる。一方で、「自分も何
か作りたくなった」という声に代表されるように、実際にＳＮＳが日常の一部と
なっている受講生の多くにとっては、「オープン・デザイン」はすぐに共感を
持って受け入れられるものであったようだ。誰もがデザインの「生産者」になれ
る状況が作られつつあることに一人一人が気づく「場」となった本セミナーも、
そうしたデザインをとりまく環境の「変容」の一部となったかもしれない。
　 　
（板橋）
第12回　12月21日
講師：中鉢徹氏（津軽金山焼窯業協同組合理事・陶芸家）
講演タイトル：「津軽金山焼と表現」
　講師の中鉢徹氏は、青森県五所川原市の津軽金山焼で活動されている陶芸家で
『オリンピックを自分ごととする』企画
で、「管理されているデザイン」であるオ
リンピック招致ロゴをあえて「オープン・
デザイン」のように転用したバッグ
昇華転写インク搭載のデジタル・ファブ
リック・プリンタによるデータの出力
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ある。奥津軽の冬は風の強い日が多く、講演中に見せてくださった、氷柱が横向
きに生えている写真からも、当地の厳しい寒さがうかがえる。その気候ゆえ、観
光客でにぎわう夏とはうって変わって、冬は観光オフシーズンとなり、陶芸家と
してご自身の創作に集中される時期ではあるのだが、そのお忙しい中本校までお
越しいただいた。
　
　中鉢氏は神奈川県ご出身で、元々関東を中心に創作や陶芸教室などの活動をさ
れていたが、2009年に奥様の出身地でもある青森県に移住された。現在は、津軽
金山焼で「陶芸教室ちゅうばち」主宰者として陶芸ファン層の底辺拡大に努める
かたわら、金山をやきものの産地として定着させることに尽力されている。実
は、本学部の夏の鰺ヶ沢フィールド・スタディーでは、毎年この津軽金山焼訪問
を日程に組み込んでおり、実際に学生たちが中鉢氏の陶芸教室で津軽金山焼に
挑戦させていただいている。また、昨年度は、冬の五所川原フィールド・スタ
ディーでも、『地域がアートを育む、アートが地域を創る』というテーマの特別
講義にご参加いただき、本学部の学生たちにお話をしていただいた。そのため、
この日の講演には、今までの鰺ヶ沢・五所川原フィールド・スタディーで中鉢氏
にお世話になった学生たちや次回の五所川原フィールド・スタディー参加予定の
学生たちも駆け付け、会場は満員状態となった。
　中鉢氏はまず、津軽金山焼の特徴や製造工程を、写真や動画をまじえながら紹
介された。津軽金山焼は、やきものの中でも、備前焼や信楽焼と同様に、施釉を
しない「焼締」（やきしめ）と呼ばれる種類のものである。焼締には、鉄分が多
く含まれる赤土が適しているが、津軽金山焼近くの大ため池の底には、500人の
陶芸家がいても500年作り続けることができるほどの量の赤土の粘土が眠ってい
中鉢氏の作品
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るといわれている。しかも、ねばりがあって成型しやすく、粒子も細かい良質な
粘土である。この宝の山ともいえる大ため池から採取した粘土を精製する作業
を、業者に委託せず、自前の設備で行うことで、コストを抑えている。そして、
精製した粘土をシャモットや調整用の粘土と混ぜたものを成型し、薪窯で焼き締
める。薪窯の内部では、煙突に向かって飛んでいく灰が少しずつ作品にかぶり、
天然の釉薬、つまり自然釉が生じる。炎がどこを通るかによって灰のかぶり方が
変わってしまうので、作品１つ１つの焼き色も異なるものになる。したがって、
それぞれ世界で１つだけの個性をもったやきものが産み出されるのである。その
話を聞き、受講生からは、「作品も人と同じで一期一会だと感じました」との感
想が寄せられた。
　津軽金山焼の敷地内には、やきものの製造施設だけでなく、販売ギャラリー、
陶芸教室、レストラン（使われる食器はもちろん津軽金山焼）なども備えられ、
訪れる人々がやきものの美しさ、楽しさ、奥深さを様々な角度から体感できるよ
うな工夫がこらされている。そうすることで、五所川原の地域振興につながるよ
うなやきものの産地づくりが着実に推し進められている。やきものの産地「づく
り」といっても、実はこの地は約千年前までやきものの一大産地であったことが
分かっている。1960年代以降の発掘調査によって、この地の窯が、９世紀後半か
ら10世紀前半にかけて、現在の青森県内だけでなく、北海道、秋田県、岩手県ま
で須恵器を供給していたことが裏付けられているのである。つまり、1980年代に
始まった津軽金山焼は、約千年間途絶えていたこの地のやきものの産地としての
顔を、よみがえらせる試みでもあるのだ。
　
金山焼敷地内の様子
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　また、津軽金山焼は、現代のやきものの産地として、海外との交流も積極的に
行っており、アメリカ、トルコ、ペルー、ハンガリーなど、多様な地域出身の陶
芸家たちが金山焼の地を訪れている。例えば、その名の通りまさに機関車のよう
な形の画期的な窯であるトレイン・キルンを考案したアメリカの陶芸家ジョン・
ニーリーは、金山に滞在し、創作活動を行うことで、当地の日本人陶芸家たちを
刺激した。また、同じくアメリカ出身の陶芸家フレッド・オルセンも滞在し、自
身が考案した窯を金山に築いた。オルセンは、陶芸家富本憲吉の弟子の「最後の
生き残り」と言われ、イギリス人陶芸家バーナード・リーチの指導も受けてい
る。富本憲吉は、20世紀初頭にイギリスで学んだ後、世界的な視野で日本の近代
陶芸を牽引する陶芸家の１人となった。また、バーナード・リーチは、日本の民
芸運動の中心人物たちと生涯にわたる交流を続け、やきものを通して「東と西の
結婚」を目指した陶芸家である。彼らの「子孫」ともいえるオルセンを通して、
金山でやきものの文化交流が息づいていることに、感慨をおぼえずにはいられな
い。2013年には、海外から招いた陶芸家たちの作品を展示販売し、その売り上げ
の一部を東日本大震災復興支援として宮城県宮城郡七ヶ浜町の窯づくりの資金に
充てている。
　さらに、中鉢氏は、陶芸における「表現」について、ご自身の見解を示され
た。中鉢氏によると、「表現」、つまり何か自分で発見したり気づいたりしたこ
と（＝材料）を集め、それを自分のふるいにかけて洗練させた上で発信するとい
うプロセスは、海洋サルベージ（沈没船の引き揚げ）に例えることができるとい
う。つまり、深いところにあるものほど価値があるのだが、深くなればなるほ
ど、そのための技術が必要になる。しばしば芸術家は一瞬の「ひらめき」で表現
できるものだと思われがちだが、実は彼らも同じプロセスを経ているのではない
か、ただし、彼らには材料とそれを発信するための技術の蓄えがあるからこそ、
一瞬で同じプロセスが終わるのであり、それこそが「ひらめき」と言われている
ものではないか、と氏は指摘する。そして、だからこそ常に何にでも興味を持っ
て蓄えを築いていくことが「表現」にとっては大事であるという。こうした氏の
見解に対して、受講生たちからは、「やはり表現活動も地道な積み重ねがあって
こそ、という中鉢さんの陶芸への堅実で真摯な姿勢がうかがえた」と共感の声が
寄せられた。
　講演終了後は、青森のフィールド・スタディーで陶芸教室に参加した学生たち
が氏を取り囲み、再会を喜ぶ微笑ましい場面が見られた。その時に作った作品を
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持参した学生、作品を自分の生活の中に取り入れて使っている写真を見せている
学生など、各々が、フィールド・スタディーで関わった方々と、その場限りで終
わるのはなく、その後も持続的な交流を保つことの意義を感じる機会を提供でき
たとしたら、嬉しい限りである。本学部の特色であるフィールド・スタディー
を、このような形で本セミナーと連関させる方法もあるのだ、と考えさせられ
た。
（板橋）
３．総括　―メタの視点の重要性―
　いずれの回も、芸術・文化の第一線で活躍する講師の方々から、現場キャリア
ならではの貴重なお話を頂戴することができ、全体としても密度の濃い企画に
なったと考えている。受講生にとって各講演は単独にも大変価値の高い機会で
あったが、複数の回の内容の関連性を考えたり、学部の他の授業形態（たとえば
ゼミやフィールドスタディ）との連携で理解や体験を肉化させたりと、ひとつ次
元を高めた学びとすることもできる。
　セミナー各回の関連性という点では、たとえば第１回目のセミナーでは、「コ
ミュニケーションとしての演劇」という観点から「リーディング・カフェ」体験
コーナーを設けていただいたが、ことばによる表現・イマジネーションの活性化
という点においては、第２回の短歌・第７回の俳句の世界に通じる部分がある。
また、同じく地域の演劇活動でありながら、第１回目の公共劇場SPACと第９回
目の鈴木忠志とSCOTでは、システムや方針にさまざまな差異がある。さらに巨
フィールド・スタディー参加
学生たちと再会。前列左から
３人目が中鉢氏。前列右から
２人目の学生が手に持ってい
るのは、中鉢氏の陶芸教室で
作成したスープ・カップ。
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視的にとらえれば、これら２回の演劇活動と第12回目の津軽金山焼の表現は、い
ずれも地域からの文化発信である。一見ビジネスは芸術・文化とは距離があるよ
うに思われがちだが、第５回の浮世絵の歴史をビジネスの観点から語ってくだ
さった渡邊氏のお話と、第10回のゑり善亀井社長の技術の伝承のサステイナビリ
ティのお話は、芸術・文化の需要と供給のテーマとしてともに興味深い。
　他の授業形態との連携という点では、たとえばゼミでの学習に関連したセミ
ナー回の講演は、日頃の座学を豊かにすることができる。また、過去に参加し
た、あるいはこれから参加を考えているフィールドスタディへの協力者がセミ
ナー講師として御来校下さる場合もある。たとえば、今回のセミナーでは、第１
回のSPAC奥野氏は、その後2014年２月に実施した演劇ワークショップ「インプ
ロヴィゼイションを学ぶ」の講師も担当してくださったし、第12回の津軽金山焼
陶芸家の中鉢氏は、鰺ヶ沢・五所川原フィールドスタディにも陶芸教室やご講演
で協力してくださっている。
　楽しい、面白いと感じることは学びにとっても重要なステップであるが、その
経験をその場限りの満足に終わらせるのではなく、自分を形成する糧として位置
づけてもらえたら幸いである。
（平野井）
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